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GI／3 GI／4 GI／7 GII／2　　GII／3GII／4 GII／6 GII／12　GII／19混合
食中毒事例 1 3 1
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染　社会福祉施設　　　　　1　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
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例　高齢者施設　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21　　　　　　　　　　　　　1
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　　飲食：店・集会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　2　　　　　　　　　　　　　1盗2
　　旅行中・宿泊施設　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　家庭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　イベント会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
合計 　2　　　　　9　　　　　1（2．5％）　　（11．3％）　　（1．3％）
　1　　　　6　　　　44　　　　7　　　　3　　　　2
（1．3％）　　（7．5％）　　（55．0％）　　（8．7％）　　（3．7％）　　（2．5％）
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（6．2％）
※1　GII／6とGI／3の混合事例が2事例，　GII／3とGII／6，　GII／4とGI／3の混合事例がそれぞれ1事例
※2　GII／4とGII／19の混合事例
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図2　2008／09シーズンに検出されたGll／4株の系統樹
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ン初めにも検：出されたが，検出は11月で終息した．GI／4
による事例は，2月から4月にかけて多発した．
（2）発生施設別の遺伝子型検出状況
　発生施設別にみると，例年と同様，小学生以下の年齢層
では多様な遺伝子型が検出された．2008／09シーズンに検
出頻度の高かった遺伝子型のうち，GII／6，　GII／3及び
GI／3は，主に低年齢層の事例から検出された．一方GI／4
は，年齢に関わらず様々な施設の事例から検出された．成
人の事例では，GII／4の検出頻度が非常に高かった．
4．GII／4株のクラスター分類．
　北海道では2003／04シーズン以降，GII／4の検出頻度の
高い状態が続いているが，この流行の継続にはGII／4　new
variantの出現が関与していると考えられる2－5）．そこで，
2008／09シーズンにどのようなGII／4クラスターが流行し
たかを確認するため，GII／4が検出された46事例から49
株を選出し，ポリメラーゼ領域とVP1－P2サブドメイン
領域の塩基配列をもとに系統樹解析を行った（図2）．そ
の結果，2008／09シーズンに検出されたGII／4株は，以下
の3つのタイプに分類された．
①ポリメラーゼ及びVP1－P2サブドメイン領域ともに，
　EU2006b　variantのNijmegen115／2006／NL株と同じ
　クラスターに分岐（図2の●印の株）．
②ポリメラーゼ及びVP1－P2サブドメイン領域ともに
　OCO8086／08／JP株に近縁で，過去にない新しいクラス
　ターを形成．new　variantの可能性がある（図2の★印
　の株）．
③VP1－P2サブドメイン領域はEU2006b　variantのNij－
　megen115／2006／NL株と同じクラスターに分岐したが，
　ポリメラーゼ領域はOCO8086／08／JPと同じクラスター
　に分岐．Open　Reading　Frame1－2ジャンクション領域
　でのりコンビナント株の可能性が疑われる（図2の◎印
　の株）．
　　　　　　　　　　　　　　　　げ　次に，これら3タイプの月別検出状況を，図3に示した．
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①と③のタイプが両方検出された事例が1事例あり，これ
については，それぞれ1ずつカウントした．2008／09シー
ズンに最も検出頻度が高かったのは「①EU2006bクラス
ター」のNilmegen115／2006／NL類似株であり，11月か
ら翌年の5月まで，毎月検出された．このタイプは2006／
07及び2007／08シーズンの優勢株であり，これで3シー
ズン連続の流行が確認された．「③リコンビナント疑い」
の株は，北海道では2008年11月末に初めて検出され，12
月に入って検出事例数の増加が認められたが，2月の1事
例を最後に検出されなくなった．「②新クラスター」の
OCO8086／08／JP類似株は，北海道では2009年1月に初め
て，小学校の事例から検出されたが，検出はその1事例の
みであった．現在のところ，これら新しいタイプ（②と
③）のGII／4株について，大きな流行は認められていな
い．しかし，今後流行型に発展する可能性もあり，十分な
注意を払う必要がある．
　本稿を終えるにあたり，検体採取等にご協力頂きました
北海道保健福祉部保健医療局健康安全室ならびに各保健所
の関係者各位に深謝いたします．
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